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【第２０号】

本工事は遊佐象潟道路（象潟IC～小砂川IC間）の奈曽川に架かる橋長

225mの鋼橋上部工工事です。昨年の10月より桁の工場製作を開始し、

今年5月より現地にて作業を行っています。

架設工法は「送出し工法」と呼ばれる工法で、奈曽川左岸に設けられ

たヤードで桁を組み立て、組み立てた桁を橋脚上に配置した送出し装置

を使用して対岸まで桁を送り出していきます。

皆様のくらしを支える橋を架けるために、日々工事を進めてまいりま

すので、ご理解とご協力のほどお願いいたします。

工事位置図
【工事名】

国道７号奈曽川橋上部工工事

【施 工】

【工事場所】

にかほ市象潟町関字小田原～

にかほ市関字舛井戸 地内

入社５年目：田中

現場代理人

ゆ ざ き さ か た

着工前 現在（第3回送り出し完了）

①なぜ建設業の道を選ばれたのか理由、きっかけはありますか？

大学のときに、橋の工事現場を見に行ったのがきっかけです。

規模の大きさに感動し、実際に現場で橋を架けたいと思い入社しました。

②主にどんな仕事内容を行っていますか？

現場では設備の位置出しや組立てた橋桁の出来形測量、安全管理などを行っています。

事務所では計画を施工に移すための準備をしています。

③この仕事を選んでよかったと思えるエピソード等ありますか？

工事が完了して、実際に一般の人たちが利用できるようになったときが嬉しいです。

開通したら奈曽川橋も渡りに来ます！

④男性の中に混ざりこれが大変！！と感じていることは？

体力の差は感じますが、徐々にタフになってきます。

仕事に誠実で真面目な職人さんが多く、真剣に仕事の話をするのも楽しいです。

第2回送り出し完了

スタッフインタビュー

この工事では若手技術者、女性技術者が活躍しています

入社6年目：鈴木

監理技術者


